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－保育者研修における実践活動内容の検討－
大　木　みどり　 幼児教育科
（2015年10月１日受理）
〔　要　　約　〕
　本研究では、保育内容研究「表現」の授業内容について、教員免許状更新講習受講者を対象として実
践し、保育実践力を高める可能性について検討した。
　また、それらの実践内容について、幼児の表現遊びへの活用の可能性について検討した。
（1）受講者は、講習における自己表現やグループでの表現活動の体験を通し、幼児の表現遊びへの理解
が深まり、様々な実践活動での学びを得ている。この結果として、保育実践力が高められる可能性が
あることが示唆された。
（2）活動に使用した素材は身近にあるもので手に入り易く、また実践活動の中での多様な使い方の体験
が、幼児の表現遊びへの活用イメージや実際の表現遊びへの活用へと繋がっていくことが示唆された。
（3）保育者が幼児の表現活動を援助する上での主な課題として、興味を示さない子や苦手な子への援助、
年齢・発達に合わせた援助等が挙げられている。
Ⅰ．はじめに
筆者らは「イメージと即興表現を引き出すための手
遊びの重要性（１）」、「保育実践力を高めるための実
践的アプローチ（１）～（３）」（註１）～（註４）において、
本学の保育内容研究「表現」の授業実践を通して、学
生の保育実践力を高めるための実践的アプローチにつ
いての研究を進めてきた。
この中で、学生の表現の授業に対する意識の実態を
把握するとともに、授業実践活動の内容や、取り入れ
た手遊びや墨汁及び面白シアターが、学生の創造的で
自由な自己表現を引き出し、また保育実践力を引き出
す素材としての可能性について検討し、その有効性に
ついての示唆を得ることができた。
一方、保育現場では幼児の表現活動について、年齢
や幼児の発達や興味等の状況に合わせて様々な表現遊
びが行われているが、保育者にとっても「幼児期の表
現活動・表現遊び」は、活動内容や展開、素材の選択
や支援の方法等について、困難さを感じている様子も
窺える。
教員免許状更新講習受講者の事前アンケートでも
「子どもの年齢、発達に合った表現遊びの導入の仕
方・展開方法」、「身近な素材を活かした表現活動」、
「表現を引き出すための環境構成」、「表現遊びの楽し
さを伝えるための実践方法」、「表現する意欲を引き出
し、友達と関わる喜びを味わえる表現遊びの内容や援
助」等、幼児の表現遊びについての課題が挙げられて
いる。
「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」、「幼保連携
型認定こども園教育・保育要領」において、「表現活
動」についてのねらいと内容及び内容の取扱いについ
て明示されているが、それらを具体的な環境設定、活
動内容、素材の選択、活動の展開等として捉えること、
実践することは容易ではないことが推察される。
そこで本研究では、今年度、本学教員免許状更新講
習の選択科目「子どもと表現遊び」において、保育内
容研究「表現」の授業内容について実践し、受講者へ
のアンケート調査から、実践活動内容や素材及び活動
の展開等が保育者自身の保育実践力を引き出す可能性
や、実際の保育・表現遊びにおける活用の可能性につ
いて検討する。また、この結果から授業における今後
の課題についても探っていく。
Ⅱ．研究の目的と方法
１．教員免許状更新講習における、保育内容研究
「表現」の授業内容の実践活動が、受講者の保育
実践力を高めることに繋がったかについて検討す
る。
２．保育内容研究「表現」における授業内容につい
て、幼児の表現遊びへの活用の可能性と課題を検
討する。
３．幼児の表現遊びの実態と保育者の表現遊びを援助
する際の課題について探る。
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　上記の目的のために、教員免許状更新講習「子ども
と表現遊び」の受講者へアンケート調査を実施する。
Ⅲ．結果と考察
１．受講者について
　本学の教員免許状更新講習の選択科目「子どもと表
現遊び」の受講者は48名であった。男性は１名、女性
が47名である。
　（1）受講者の年齢　　　
　表１、図１は、受講者の年齢を年代別に表した
ものである。30代が20名、40代が19名、50代が９
名となっている。
　（2）受講者の所属
　表２、図２は、受講者の所属を表したもので
ある。幼稚園が14名（29％）、認定子ども園が12
名（25％）と３割弱で、次に公立保育園が８名
（17％）、法人立の保育園が７名（15％）、教員が
３名（６％）、その他が４名（８％）となってい
る。今年度４月に施行した「子ども・子育て支援
新制度」により、山形県内の認定こども園は昨年
の20施設から増加し、29施設となった。平成27年
度新たに認可された施設は14である。受講要件も
拡大したこと、また少子化の進む中で今後の動向
を見据え、保育園所属の受講者も増えたものと推
察される。
　（3）受講者の勤続年数
表３、図３は受講者の勤続年数について、所属
別に表したものである。
幼稚園では21年から25年勤続が７名（40歳代）
と最も多く、31年から35年勤続が２名（50歳代）
いる。
認定こども園ではそれぞれの勤続年数毎に２名
から３名の受講者がいる。
公立保育園では31年から35年勤続の受講者が２
名（50歳代）いる。21年から25年勤続に３名いる。
勤続年数が長いものと短い者の差が大きい。
法人立保育園では50歳代の受講者はいない。25
年までの勤続年数毎に１名から２名の受講者がい
る。
教員は、小学校教員、特別支援学校教員等であ
る。その他は、現在求職中の受講者である。勤続
年数が、１年から５年が40歳代・30歳代で各１名、
11年から15年が30歳代で１名いる。
幼稚園、公立保育園では、勤続年数が31年から
35年の50歳代の受講者がいるが、認定こども園、
法人立保育園では50歳代の受講者が１名と少なく、
したがって勤続年数も30年以下となっている。ま
た公立保育園の受講者は30歳代１名、40歳代２名
と少なくなっている。近年の公立保育園の民営化
の影響で、各市町村での公立保育園の減少が影響
していることが推察される。
表１：受講者の年齢
年齢 人数（名）
30代 20
40代 19
50代 9
表２：受講者の所属（名）
所属 全体 50代 40代 30代
幼稚園 14 2 8 4
認定こども園 12 2 4 6
保育園（町立） 8 5 2 1
保育園（法人） 7 0 2 5
教員（小学校等） 3 0 1 2
その他 4 0 2 2
図１：受講者の年齢
図２：受講者の所属
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　（4）受講者の雇用形態
表４、図４は受講者の雇用形態について表した
ものである。
受講者の内33名（69％）、ほぼ７割が正規職員
である。臨時職員は６名（13％）、パート職員は
５名（10％）とそれぞれ１割を占めている。
２．実践活動内容について
　（1）講習内容について
表５は今講習会で実施した、保育内容研究「表
現」の授業実践活動内容と活動の流れの概要及び
主な使用素材について表したものである。写真は、
実際の活動場面である。
表４：受講者の雇用形態
雇用形態 　人数
正規職員 33
臨時職員 6
パート職員 5
その他 4
表３：受講者の勤続年数
勤続年数 幼稚園 認定こども園
保育園
（公立）
保育園
（法人立）
教員
（小学校等） その他
１～５ 1 0 2 1 2 3
６～10 1 2 0 1 1 0
11～15 2 2 0 2 0 1
16～20 1 2 0 2 0 0
21～25 7 3 3 1 0 0
26～30 0 2 1 0 0 0
31～35 2 1 2 0 0 0
表５：実践活動内容と素材
内容 素材
① ＜リラクセーション・コミュニケーション・身体表現遊び＞
・自由に歩きながら、腕や肩、首を回す。
・仲間作りゲームで、指示された人数になり、自己紹介を行う。
・全員でひとつの円になり、隣の人に拍手を送る。
・１人がリーダーとなり、各自が考えた動きを送る。
・何か分からないもの（イメージ・想像上のもの等）を送る。送られた人は自分のイメー
ジしたものに自由に変化させながら次の人に送る。
・床の上に体を伸ばし、全身の力を抜いてリラックスする。
（講師が即興で表現する音を聞きながら）
・ツリーチャイム
・ミニシンバル
・レインスティック
② ＜紙テープ遊び・オブジェ遊び＞
・自分の選んだスカーフの色同士集まり、グループとなる。（８色・６人）
・８色の紙テープを各自１色選ぶ。
・全員で円を作り、対角線上に順次転がす。
・床に紙テープで描かれた作品を見る→自分の紙テープと他の人の紙テープを持ち、全員
でゆっくり持ち上げる。
・ＣＤを聞きながらメリーゴーランドのように歩いて回る。
・何人かは紙テープのメリーゴーランドの下に入り、下から動くメリーゴーランドを眺める。
・使い終わった紙テープを中央にまとめ、紙テープの山を作る。
・８色のグループに分かれ、カラフルな長い布で先に準備されているパネルに、使い終
わった紙テープ、自分のスカーフ・カラービニールなどを使いオブジェを作る。
・グループ毎にテーマとオブジェ作品を発表する。
・８つのパネルを並べて、空間オブジェを作る。
（今後のグループ活動も同じメンバーで行う。）
・紙テープ
・スカーフ
・布
・パネル
・ＣＤ
・カラービニール
・クリップ
・鋲
・セロハンテープ等
図３：受講者の勤続年数
図４：受講者の雇用形態0 2 4 6 8
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表５に示したように、今回の講習内容は、保育内容
研究「表現」の授業実践活動であり、学生が実際に
行っている内容となっている。
授業では表現活動を実践する上で「リラクセーショ
ン」「コミュニケーション」「即興表現」を重要視してい
る。講習会においても同様であり、リラックスし、コ
ミュニケーションが取れる「表現の場」を作ること、ま
た、技術的なことを要求しない、自分の感じたことや考
えたことを即興的に表現していくことを大切にしている。
その中で受講者自身は様々な気づきが促され、自由な表
現活動へと向かうことができるものと考えている。
素材については身近にあるものを取り入れること、そ
の活用の多様性への気づきを促し、それらの展開につい
てイメージすることができるように意図している。操作
や技能が求められることがあまりなく、年齢や発達、経
験の状況に合わせて多様な使い方ができるものを取り上
げている。幼児は身近な素材と関わること、何気ない触
れ合いを楽しむことから、すでに言葉では表現できない
自分自身の表現の世界を楽しんでいる。その素材との出
会いやプロセスを体験していくことで、学生、受講者も
幼児と同じように、自分自身の自由な表現の世界を感じ
楽しむことをねらいとしている。
活動の方法としては、グループ活動を中心としたも
のとしている。個々の表現活動を行うことと、それら
の表現活動をグループ内で共有・共感し、さらにグ
ループとして一つのものを創りあげていくためには、
グループ内の円滑なコミュニケーションが求められる。
表現活動においては、互いの表現を大切にし、認め
合うこと、様々な意見を出すことができる関係性の構
築が重要であり、グループ活動はその場を提供するも
のと考えられる。
活動内容は様々な展開をするように進めていく。例
えば紙テープは、床に転がして描く活動から、音楽に
乗ってリフトアップし空間に浮かしながら回った後は、
オブジェ創りの素材となり、コラージュからパフォー
マンスまで活かされる。このように素材も様々な場面
で多様な使い方をする。
また、展開の方法として、表現の方法を変えていく
内容となっている。例えば墨汁と紙コップの活動では、
切り取ってのコラージュ、お話作り、音での表現、パ
フォーマンスと、多様な表現方法で展開していく。これ
らは、多方向に表現の方法を展開していくことで、表現
の多様性、豊かさへ繋がっていくものと考えられる。
それぞれの活動では、発表することも行っている。
他の人、他のグループの発表を見ることは、楽しみで
あり、新たな気づきを促し、その人やグループの表現
への理解を促す機会となるものと考えられる。
③ ＜墨汁と紙コップの表現活動＞
・床にブルーシートを敷き詰める。
・紙コップと墨汁を使った表現活動についての説明を聞く
・グループ毎、紙コップ・墨汁・ボール・ウエットタオル・ガムテープの入った籠、白の
ロール紙を持っていき、ブルーシートの上にロール紙をテープで止める。
・講師のデモンストレーションを見る。
（垂らす・紙コップでスタンプする・こする・描く等の自由な表現活動の実践）
・グループ毎、各自自由に表現活動を行う。（場所を変えながら行っても良い）
・描き終えたら、作品はそのままにし。用具を返す。
・墨汁
・紙コップ
・ロール紙
・ボール
・ウエットタオル
・ブルーシート
・ガムテープ
・バケツ
・ゴミ袋
④ ＜手遊びとその展開＞
・幾つかの手遊びを全員で一緒に行う。（トントントンネル・グーチョキパーで何つくろう等）
・前回のスカーフの色毎の６人グループになり、各自知っている手遊びを発表していく。
・グループ内で発表された手遊びから１つ選び、発表する。発表された手遊びを全員で行う。
・グループで手遊びを１つ選び、歌詞や動きを変えたり、スカーフを使う等、様々な遊び
へと発展させる。
・各グループの作品を発表する。
・手遊び
・スカーフ
⑤ ＜墨汁作品のコラージュとパフォーマンスへの展開＞
・出来上がった全グループの墨汁の作品を見て回る。
・全作品の中から、各自が気に入った部分、印象的な部分、面白いと感じた部分などを自
由に５ピース切り取る。
・グループ毎、８色のカラーロール紙から２枚選び、各自が切り取ってきた５枚のピー
ス、その他、前の活動で使用した紙テープやカラービニール等を貼り付けてコラージュ
する。
・コラージュした作品から、お話を作り、音、動き、言葉を含んだ３分程度のショートパ
フォーマンスを創作する。
（様々な打楽器を準備しておく）
・グループ毎、ショートパフォーマンス作品の発表を行う。
・ハサミ
・カラーロール紙
・スプレーのり
・ボンド
・紙テープ
・カラービニール等
・台本記録用紙
・様々な打楽器
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【活動場面写真】
＜紙テープでのオブジェ作り＞
＜墨汁と紙コップでの表現活動＞
＜手遊びとその展開＞
＜コラージュ活動＞
＜パフォーマンス＞
　（2）講習内容についての反応
　１）講習内容全体についての反応
図５は講習内容についての受講者の反応であ
る。「良かった」と回答した受講者は40名（83％）、
「だいたい良かった」が８名（17％）となってお
り、内容については良い評価となっている。
受講者の回答には、「これまで手掛けてこな
かった内容であり、大変新鮮な感触でよかった」、
①
①
②
①
④
②
②
③
①
③
① ②
図５：講習内容について
②
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「自分の保育を見直す良い機会となった」「見た
目や形にとらわれず、自分を表現したり、形を創
る楽しさを体験できた」、「日常ではあまり感じる
ことのできない達成感を久しぶりに感じた」「い
ろいろな気づきがありました。久しぶりに楽しい
と心から感じた活動でした」、「チームメイトと共
に考え表現し、受け入れられることで得た達成感
や満足感はとても大きく、人と人の距離をぐっと
縮めることのできる表現活動を体験できてよかっ
た」、等が挙げられており、表現活動の体験の良
い機会と捉えていることが窺える。また、「多く
のヒントをもらい、自分のスキルが上がったと感
じる、とても楽しい講習内容であった。グループ
活動を通し、人との関わりの喜びや楽しさを改め
て感じ、新鮮な気持ちを味わえた」、「保育実践に
活かせることを実際に体験し、思いっきり楽しむ
ことができました。明日からの保育にぜひ活かし
ていきたい」、「参加している先生方の発想とアイ
ディア、演技力、語り方、口調、技術全てが刺激
的で勉強になった」等、この講習会での実践を通
し、自己表現やグループ表現現の楽しさと共に、
様々な学びが得られ、保育実践力を高めるための
良いきっかけなる体験として捉えているものと推
察される。
　２）参加意欲について
　図６より、受講者の参加意欲については、
「とても積極的」が48％、「やや積極的」が48％
と、ほとんどの受講者が意欲的に参加している
ことが窺える。中には表現を苦手と感じている受
講者もみられ「人前で表現するのは恥ずかしい」、
「わりと苦手な分野だが、楽しく参加した」等の
回答も見られ、「やや消極的」との回答に繋がっ
たものと思われる。
　３）実践難易度について
図７より、実践活動の難易度については、「ちょ
うど良い」が最も多く、77％であった。特に難し
い技術的なものを求める内容でなく、素材や受
講者同士の関わりの中から引き出される表現活動
を大切にした内容であり、８割近くの受講者が
「ちょうど良い」と回答していることから、活動
内容としてはほぼ適切であったものと推察される。
　４）参考になった素材について
図８より、今回の講習会で使用した素材につい
て参考になった物としては、「紙コップ」が28名
（58％）、スカーフが23名（48％）、「墨汁」が21
名（44％）、「紙テープ」が20名（42％）、「ロール
紙」が10名（21％）となっている。６割以上の
受講者が参考になったとして挙げている「紙コッ
プ」は墨汁の活動時に描くも素材として使用した
が、身近にあり入手しやすいこと、また使用する
大きさによる変化や紙コップの形を様々変化させ
ていくことで、多様な使い方ができることなどに
よるものと推察される。講習では墨汁との組み合
わせで使用したが、実際の保育では絵具等を使用
することへの展開もできるものと思われる。
半数近くの受講者が参考になったとして挙げて
図６：参加意欲について
図７：実践の難易度について
図８：参考になった素材について
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いる「スカーフ」は、今回はグループ分けやオブ
ジェ、手遊び、ショートパフォーマンス等に使用
したが、色も多種あり、素材も柔らかく、身につ
ける、飛ばす、お話作りの素材等など、多様な使
い方が可能である。保育現場においても活かすこ
とのできる素材として、参考になるとの回答に繋
がったものと思われる。
４割の受講者が参考になったとして挙げている
「紙テープ」も同様に身近な素材ではあるが、こ
れもダイナミック活動や展開など、使い方の意外
性や体験を通しての様々な気づきが促されたこと
が参考になるとの回答に繋がったものと思われる。
受講者の回答の中で、素材については「一つの
素材でのいろいろな使い方があり、組み合わせる
ことによって無限に表現できると感じた」等が挙
げられている。
　５）参考になった実践内容
図９より、参考になった実践活動は（複数回
答）、「手遊びの展開」が40名（83％）、「墨汁を
使った活動」が34名（71％）、「紙テープを使った
活動」が25名（52％）、「コラージュからのパフ
フィーマンス」が22名（46％）である。
手遊びは、８割以上の受講者が参考になった実
践内容として挙げている。手遊びは日常の保育活
動で使われることも多く、活用目的によって多様
な展開が可能な教材である。講習会では、各受講
者が日常の保育で使っている手遊びについての発
表から、展開していくという活動内容であったこ
とから、手遊びの種類を互いに実践することでの
情報交換と、その内容についてグループ活動の中
で変化させる、発表するという展開が、実際の保
育に活かすことができるという点で、参考になっ
たとの回答が多かったものと推察される。
墨汁と紙コップを使った活動は、７割の受講者
が参考になった内容として挙げている。これは墨
汁という素材が身近であることや、活動が垂ら
す、こずる、描くなど技術を要しない活動である
こと、またロール紙と組み合わせることによって、
開放感を感じながら自由に表現することの楽しさ
を、受講者自身が体験的に知る機会となったこと
が、参考になったとの回答に繋がっているものと
推察される。
紙テープは半数以上の受講生が参考になった活
動内容として挙げている。紙テープは、保育現場
においても保育教材として使用しているものであ
るが、今回は床に転がし、空間に描き、オブジェ
への展開と、普段の使い方とは異なり、多様な活
用の仕方への気づきが参考になったとの回答に繋
がったものと思われる。
受講者の回答では「紙テープであそこまで大胆
に使って遊べること等、自分の体験したことのな
いことが沢山あり良かった」、「紙テープの斬新な
活用法と墨を使ったものは驚きでした」等が見ら
れる。
コラージュからのショートパフォーマンスも約
半数の受講者が参考になった内容として挙げてい
る。この活動は、一つの素材の展開や、一つの活
動から様々な表現方法への展開、グループで創り
上げることへの体験等が参考になったとの回答に
繋がっていると推察される。
活動の展開についての受講者の回答には、「造
形活動からパフォーマンスまで様々体験できて良
かった」、「一つの活動が必ず次の活動に繋がって
いくので、自分の創ったものを活かす経験ができ
良いと思う」「広い空間で、普段使用しないロー
ル状の大きな紙を使っての表現活動や紙テープを
使っての活動は、開放感を思い存分感じながら表
現することを楽しめた」等が挙げられている。
６）表現遊びへの活用について
図10、表６は、講習における実践内容について、
幼児の表現遊びへの活用についての受講者の回答
内容を表したものである。
図９：参考になった実践内容について
図10：保育実践活動の活用
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図10より、講習会の実践内容について、実際の
表現遊びへ「活用してみたいと思う」と答えた受
講者は、33名（69％）、「まあまあ思う」は15名
（31％）であり、幼児の表現遊びへの活用につい
て、積極的な捉え方をしていることが窺える。
表６より、具体的に活用してみたい内容につい
て見ると、素材については紙テープや紙コップ、
墨汁等が挙げられている。また、それらを「小さ
い子にもできる「墨遊び」をして、正月の書き初
めでもしたい」、「紙テープを運動会のオープニ
ングで出来たら良いと思う」「紙コップを使って、
絵を描くことが楽しかったので、絵具を使って実
践してみたい」等、年齢や行事、季節を考慮した
り、他の素材に変える等、幼児の状況に合わせて
工夫し、活動を展開しようとしていることが窺え
る。
活動の展開については、「何かを一つ行うだけ
でなく、次の日でもそれを使ってもうひと展開さ
せていくことを取り入れていきたい」、「身体表現
だけでなく、音楽的表現、絵画的表現、体育的
表現と融合して楽しめるよう工夫していきたい」、
「幼児が様々な場面で表現できるような素材を準
備したり、空間作り、場の設定をしていきたい」
等、一つの素材や活動からの展開を取り入れたり、
表現方法の展開を工夫したり、空間や場の設定等
も考え、表現遊びを展開していきたい等が挙げら
れている。
表現遊びへの関わりについては、「表現は正確
が無い。自分の思うままの子ども達に言葉や考え、
工夫を大切にして、新しいこと（素材）にも挑戦
していきたい」、「日々の活動の一つ一つが子ども
達の表現力に繋がっているので、場面を大切にし
ていく」、「子ども達への導入の仕方を工夫し、子
ども達の表現活動の広がりを十分に促すことがで
きるよう力を入れていきたい」、「表現活動の重要
さを改めて感じたため、この経験を子ども達に伝
えたい」、「固定概念にとらわれることなく、自由
な表現活動を取り入れていきたい」等、表現活動
の重要性や日々の生活に目を向けた関わり、幼児
の自由な表現活動を促すような関わりの大切さを
再認識し、表現遊びを行っていきたいとの考えが
挙げられている。
これらことから、実践活動内容や素材について、
また活動の展開について、幼児の表現遊びへ活用
の可能性が示唆されているものと推察できる。
３．保育現場における表現遊びについて
　（1）実際の保育現場における表現遊びの実態につい
て
　表７は、保育現場で行われている表現遊び及び使
用素材の主なものについてまとめたものである。
表６：表現遊びへの活用
≪素材≫
・身近な素材の利用に仕方について、改めて見つめ直そ
うと思っている。紙テープを運動会のオープニングで
出来たら良いと思う。
・今回紙コップに墨汁をつけての活動をしたが、いつも
とは違う身近にあるものでの表現の仕方を考えてみよ
うと思う。
・紙コップ一つにしても、使い方によって様々な表現活
動へ活かせることを改めて感じたので、今年年齢に合
わせて取り入れていきたい。
・小さい子にもできる「墨遊び」をして、正月の書き初
めでもしたいと思う。なかなか匂いをかぐことも保育
ではないので。
・素材の使い方で作品を作ったり、体を動かしたりと活
用できるのでいろいろな素材を活用していきたい。
・紙コップを使って、絵を描くことが楽しかったので、
絵具を使って実践してみたい。
≪活動の展開≫
・手遊びの展開のように、一つの遊びにこだわらず、そ
こから展開させてさらにいいものを考えていこうと
思った。
・まずは今日やった手遊びからの発展等、子どもと一緒
に創るのもおもしろそうだと考えている。
・何かを一つ行うだけでなく、次の日でもそれを使って
もうひと展開させていくことを取り入れていきたい。
・幼児が様々な場面で表現できるような素材を準備した
り、空間作り、場の設定をしていきたい。
・私自身、表現活動が大すきだが、身体表現だけでな
く、音楽的表現、絵画的表現、体育的表現と融合して
楽しめるよう工夫していきたいと思う。
・自己表現方法はたくさんあるのでいろいろな方法で表
現する楽しさを感じる活動がしたい。
≪表現遊びへの関わり≫
・表現は正確が無い。自分の思うままの子ども達の言葉
や考え、工夫を大切にして、新しいこと（素材）にも
挑戦していきたい。
・固定概念にとらわれることなく、自由な表現活動を取
り入れていきたい。
・改めて保育者自身が楽しむということと、保育者から
提案するだけでなく、子どもたち自身から生まれる表
現力をキャッチしていきたいと思った。
・教師自身もたくさん関わり、子どもと一緒に活動して
いく中で、型にはまらない表現をしていきたい
・日々の活動の一つ一つが子ども達の表現力に繋がって
いるので、場面を大切にしていく。
・身の回りに目を向け、話題に取り上げ、見逃しがちな
不思議や面白いことを見つけていきたいと思う。
・子ども達への導入の仕方を工夫し、子ども達の表現活
動の広がりを十分に促すことができるよう力を入れて
いきたい
・チーム保育の良さを活かし、連携を図り良い保育を
行っていく。楽しさを充分に味わえる。喜びと発見の
溢れた保育をしたい。
・表現活動の重要さを改めて感じたため、この経験を子
ども達に伝えたい。
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表７より、保育現場では、「絵画制作遊び」、
「造形制作遊び」、「身体表現遊び」、「音遊び」
「劇遊び」、またこれらを組み合わせた「総合的
な表現遊び」等、様々な表現遊びが行われている
ことが窺える。　　
活動場面も普段の保育の中での表現遊びや行事
の向けての表現活動、各園の特徴的な活動として
の表現遊び等、様々である。
素材も多種多様であり、空容器や新聞紙・広告
といった廃材等の活用も多く見られた。
　（2）幼児期の表現遊びで期待される育ちについて
実際に保育・教育現場で表現遊びを幼児と共に
行っている保育者は、表現遊びの中にどのような
育ちをねらいとしているのかについて見ていく。
幼児期の表現遊びの中で期待されるものとして、
「感性・想像力・創造力・発想力」、「興味・関
心・意欲」、「自己表現力」、「コミュニケーション
力」、「共感力・協調性・社会性」、「自己肯定感・
他者受容」、「リラクセーション」等が挙げられて
いる。
具体的な捉え方として、「感性・想像力・創造
力・発想力」については、「表現活動を行い、自
分が様々な方法で表現することで自分自身が創造
性、想像性が豊かになり、コミュニケーションが
広がる」、「何をするにもアイディアを持ったり、
発想豊かに育つ」、「自分で考えようとする力」等
が挙げられている。
「自己表現力」については、「自分の思いを
しっかり伝えられる子になる。人前で自分を出す、
思いを表すことに抵抗が無くなる」等が挙げられ
ている。
「共感力・協調性・社会性」については、「や
さしさ、思いやり等の心の育ち」、「自分とは違う
表現を認めることができるようになる」「自分以
外の人物や物になりきることで、相手の心情を考
えたり、周りの様子に気付くようになったり、気
持ちの面での育ちが期待されると思う」等が挙げ
られている。
「自己肯定感・他者受容」では、「自己肯定感、
有用感はもちろんのこと、相手に対する思いやり
や、気持ちを合わせ取り組む協調性、言葉で伝え
あうことでの言葉の発達、折り合いの付け方等が
育つように思う」、「他者に認められたり、認める
ことで自己肯定感へも繋がっていくと思う」等が
挙げられている。
幼児の内面的な育ちが期待されているとの捉え
方が多く見られる。また、「表現活動は生活の中
で、いろいろな場面で行い積み重ねの中で養われ
表７：幼児の表現活動・遊び、及び使用素材
表現遊びの具体的な内容 素材
????
・絵画制作（人の顔、経
験画、観察画等）
・にじみ絵・はじき絵・
吹き絵・マーブリング
・野菜スタンプ・手形・
足形
・夏には開放的に絵の具
でボディペインティン
グ等・絵具での絵画
・色水・絵具での自由表
現
タンポン・画用紙・クレ
ヨン・ストロー・水性ペ
ン・絵具・マジック・
墨・色鉛筆・砂・新聞
紙・広告、牛乳パック、
クレパス・折り紙・土・
水・どろ、リボンテー
プ・自分の手・指先
??????
・廃材を利用し、自分の
イメージするものを作
る（廃品での製作）
・ペープサート
・好きなコスチュームを
作り身につけることで
自己表現
・新聞紙（ビリビリ破い
て細かくなったら花吹
雪のように投げてみ
る。カラービニールに
入れてボールにした
り、カエルや動物を作
る。）
・廃品：牛乳パック・
ペットボトル・小箱・
缶・コーヒーフィル
ター・プリンカップ・
トイレットペーパーの
芯
・自然物・スズランテー
プ
・新聞紙・布・段ボール
等・粘土
・カラービニール、色画
用紙
・タンポ・絵具・クレヨ
ン・ペットボトル
・画帳・サインペン・ク
レヨン、粘土
・小麦粉粘土・スタンプ
??????
・ＣＤを使ってのリズム
遊戯
・楽器の音に合わせて自
由に体を動かす
・ピアノに合わせイメー
ジして動く（動物に変
身して、テーマを決め
て）
・子どもと振り付けを考
えて踊る
・リトミック遊び（ピア
ノ・笛）
・ピアノに合わせて楽し
むリトミック
・CD・楽器・ピアノ
???
・楽器遊び・リズム表現
・リトミック等の音楽表
現・発表会等の歌
・いろいろな楽器での合
奏
・ピアノや楽器又は手作
り楽器を作ってのリト
ミック
・歌・ＣＤ・ピアノ・楽
器・手づくり楽器
???
・いろいろなお話を題材
にした劇遊び
絵本・楽器・手づくり衣
装
9
－　　－124
大木　みどり
ていくものだと思う」との回答もあり、表現活動
における育ちは何かを作ると言った限定的な場面
だけでなく、日常の保育・遊びの中で期待される
ものと捉えていることが窺える。
　（3）幼児の表現遊びを援助する上での課題
表８は、保育者が、表現遊びを援助する上で困
難に感じている内容について表したものである。
表８より、保育者が幼児の表現活動を援助する
際の課題、困難に感じている内容について見ると、
「興味を示さない子への援助」、「苦手な子への援
助」、「個々の子どもへ合わせた対応、年齢・発達
に合わせた援助」、「活動展開時の援助の仕方・保
育者の技量等」等である。
「興味を示さない子への援助」では、「あまり
興味を示さない子の誘導の仕方・気持ちが乗って
こない子に対する導入や遊びへの取り組み」や
「表現するといった活動を、上手く楽しめない子
どもが増えてきているように感じる」等の課題を
挙げている。
「苦手な子への援助」では、「苦手な子への援
助・内気な子や引っ込み思案な子」「上手下手を
意識してしまい、純粋にその活動を楽しめないよ
うな子」、「友だちと同じような動き、制作になっ
ている」等への援助の難しさを挙げている。
「個々の子どもへ合わせた対応、年齢・発達に
合わせた援助」では、「一人ひとりのペースが違
い、表現までに時間がかかり過ぎて個人差が出る
こと」、「個々の発達によってどこからどこまでで
きるのか、やり方を考えることが難しい」等が挙
げられている。
「活動展開時の援助の仕方・保育者の技量等」
では、「自分の技量がない時」、「一つの遊びから
の発展の仕方させ方が難しい」等が課題として挙
げられている。
表現について、日常の様々な場面での関わりを
重要と捉えている一方、「子どもの日常の中から
表現活動へ繋げていくことが難しい」など、普段
の遊びの中での表現活動を捉え援助することの困
難さを課題として挙げている。
Ⅳ．総合考察
（1）幼児期の表現活動
幼児期の表現活動について、「保育者は幼児と
生活を共にし、子ども達が日々の生活の中で感じ
ている、あるいは考えている、何気ないささやか
な表現に心を寄せて、その世界を深く、広く共に
味わい、創り上げていくことが求められる」こと、
また「そのためには、保育者自身の生活体験に裏
付けされた感性と、幼児の表現活動、表現意欲を
引き出すための関わり、柔軟な環境の設定や素
材及び活動のプロセスについての配慮が必要にな
る」ことを指摘した。（註３）
今回の研修における実践活動において、受講者
自身が自己表現やグループでの表現活動を楽しみ、
共有し、また共に創り上げていく体験を通し、受
講者は表現活動・表現遊びについて、幼児と保育
者の双方の視点を持つことができたもの考えられ
る。この体験により、幼児の表現遊びへの理解が
深まり、より保育者として幼児の表現意欲を引き
出すための関わり、柔軟な環境の設定や素材及び
活動のプロセスについて考えるきっかけとなり、
表８：表現遊びを援助する上で困難と感じている内容
≪興味を示さない子への援助≫
・あまり興味を示さない子の誘導の仕方・気持ちが乗っ
てこない子に対する導入や遊びへの取り組み。
・表現活動をする時、手の汚れを非常に気にする子がお
り、思うような表現に繋がらない。
・参加を嫌がる子もいるので、全員で楽しく参加するた
めの雰囲気作りや声掛け。
・表現するといった活動を、上手く楽しめない子どもが
増えてきているように感じる。またイメージを表現す
ることに自信が持てない子が増えているような気がす
る。
≪苦手な子への援助≫
・苦手な子への援助・内気な子や引っ込み思案な子にや
る気を起こさせる対応の仕方や声掛け
・上手下手を意識してしまい、純粋にその活動を楽しめ
ないような子はいますので、心を開くことから始めな
ければならない時に難しさを感じる。
・絵が苦手な子に対しての援助の仕方、イメージが上手
にできない子への声掛け。
・子ども同士真似してしまうこと・友だちと同じような
動き、制作になっている。
≪個々の子どもへ合わせた対応、年齢・発達に合わせた
援助≫
・一人ひとりのペースが違い、表現までに時間がかかり
過ぎて個人差が出ること。
・得意、不得意があること（ただのわがままではなく）
を理解し、ひとり一人に合った援助ができているか。
・個々の発達によってどこからどこまでできるのか、や
り方を考えることが難しい。
≪活動展開時の援助の仕方・保育者の技量等≫
・自分の技量がない時（演奏・絵画・技術）子ども達を
楽しく活動させているか不安。
・一つの遊びからの発展の仕方させ方が難しい。
・こうするんだよー、こうだよーと表現の植え付けをし
ていいのかな？と思う。
・どこまで手出しすべきか。
・題材についてワンパターン化していく。
・子どもの日常の中から表現活動へ繋げていくことが難
しい。
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様々な学びを得た結果として、今後、保育実践力
が高まっていく可能性が期待できるものと推察さ
れる。
（2）実践内容の幼児の表現遊びへの活用の可能性
今回の講習会で使用した素材について参考に
なった素材（複数回答）は、「紙コップ」が28名
（58％）、スカーフが23名（48％）、「墨汁」が21
名（44％）、「紙テープ」が20名（42％）、「ロー
ル紙」が10名（21％）となっている。また、参
考になった実践活動は（複数回答）、「手遊びの
展開」が40名（83％）、「墨汁を使った活動」が
34名（71％）、「紙テープを使った活動」が25名
（52％）、「コラージュからのパフフィーマンス」
が22名（46％）である。
活動に使用した素材は身近にあるものがほとん
どであり、手に入り易いこと、また実践活動の中
での多様な使い方の体験が、幼児の表現遊びへの
活用イメージに繋がっていったものと推察され、
実際の表現遊びへの活用が期待される。
（3）幼児の表現遊びの実態と期待される育ち
保育現場では、「絵画制作遊び」、「造形制作遊
び」、「身体表現遊び」、「音遊び」、「劇遊び」、ま
たこれらを組み合わせた「総合的な表現遊び」等、
様々な表現遊びが行われている。　　
活動場面も普段の保育の中での表現遊び始め、
行事での表現活動等も行われ、多種多様な素材を
使いながら行われている実態がある。これらの日
常的な表現遊びにおいて期待されるものとして、
保育者は「感性・想像力・創造力・発想力」、「興
味・関心・意欲」、「自己表現力」、「コミュニケー
ション力」、「共感力・協調性・社会性」、「自己肯
定感・他者受容」、「リラクセーション」等を挙げ
ている。
幼児の内面的な育ちが期待されているとの捉え
方が多く見られる。幼児期の表現遊びが非認知的
な能力の育ちを促すことを考えると、その重要性
が認められる。
（4）幼児の表現遊びを援助する上での課題
保育者が幼児の表現活動を援助する上での課題
として、「興味を示さない子への援助」、「苦手な
子への援助」、「個々の子どもへ合わせた対応、年
齢・発達に合わせた援助」、「活動展開時の援助の
仕方・保育者の技量等」等を挙げている。
「幼稚園教育要領」、「幼保連携型認定こども園
教育・保育要領」においては、表現の内容の取扱
いについて、おおよそ次のように記している。
「身近な自然環境との関わりの中で得た感動を
他の幼児や教師と共有し表現することを通して感
性を養うこと、幼児の自己表現が素朴な形で表れ
ることに配慮し教師はそのような表現を受容し、
表現しようとする意欲を受け止め、生活の中で表
現を楽しむようにすること、生活や発達に応じ表
現する意欲や表現を楽しむことができるように、
遊具や用具等の表現の環境を整えたり、他の幼児
との関わりができるよう配慮すること」などであ
る。
これらのことは、幼児が自由で主体的な表現遊
びを行うためには、幼児の発達に応じ、自然や
様々な出来事に触れ合う機会や、幼児同士が関わ
りあえる機会、遊具や様々な素材に触れる機会等、
日常的な環境整備と普段の生活の充実を図ること
が求められることを意味している。その中で保育
者は幼児の自己表現の特徴に配慮し、幼児の心の
動きに敏感に反応し、受容し、共感していく丁寧
な関わりが求められる。
幼児の表現遊びを支援する上での課題解決のた
めには、これらの視点を持つことが重要と考えら
れる。
　
Ⅴ．まとめ
１．研修における実践活動において、受講者は自身
の表現活動やグループでの表現活動の体験を通し、
幼児と保育者の双方の視点を持つことができ、こ
の体験が幼児の表現遊びへの理解を深め、柔軟な
環境の設定や素材及び活動のプロセスについて考
えるきっかけや、様々な学び促し、この結果とし
て、保育実践力が高められる可能性があるものと
推察される。
２．講習会で使用した素材について参考になったも
のとして、「紙コップ」が28名（58％）、スカーフ
が23名（48％）「墨汁」が21名（44％）、「紙テー
プ」が20名（42％）が挙げられ、参考になった活
動内容は、「手遊びの展開」が40名（83％）、「墨
汁を使った活動」が34名（71％）、「紙テープを
使った活動」が25名（52％）、「コラージュからの
パフフィーマンス」が22名（46％）である。
活動に使用した素材は身近で手に入り易く、ま
た多様な使い方の体験が幼児の表現遊びへの活用
イメージや、実際の表現遊びへの活用へと繋がっ
ていったものと推察される。
３．表現遊びにおいて期待されるものとして、保育
者は「感性・想像力・創造力・発想力」、「興味・
関心・意欲」、「自己表現力」、「コミュニケーショ
ン力」、「共感力・協調性・社会性」、「自己肯定
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感・他者受容」、「リラクセーション」等を挙げて
いる。
幼児の内面的な育ちが期待されているとの捉え
方が多く見られる。幼児期の表現遊びが非認知的
な能力の育ちを促すことを考えると、その重要性
が認められる。
４．幼児が自由で主体的表現遊びを行うためには、
幼児の発達に応じ、自然や様々な出来事に触れ合
う機会や、幼児同士が関わりあえる機会、遊具や
様々な素材に触れる機会等、日常的な環境整備と
普段の生活の充実を図ることが求められることを
意味している。その中で保育者は幼児の自己表現
の特徴に配慮し、幼児の心の動きに敏感に反応し、
受容し、共感していく、丁寧な関わりが求められ
る。
幼児の表現遊びを支援する上での課題解決のた
めには、これらの視点を持つことが重要と考えら
れる。
Ⅵ．今後の課題
　今後課題としては、継続して保育実践力を引き出
すための素材や活動内容、展開のプロセス等につい
ての検討を重ねるとともに、幼児の表現活動を支援
する上での課題解決に向けて、授業実践を通し具体
的な対応についての検討も進めていく。
註
（註１）斉藤葉子，大木みどり「イメージと即興表現
を引き出すための手遊びの重要性（1）－手遊び
の展開例をもとにした保育実践－」，羽陽短期
大学紀要，第８巻第４号
（註２）斉藤葉子，大木みどり「保育実践力を高め
るための実践的アプローチその１－授業実践活
動における学生の取り組みの実態について－」，
羽陽学園短期大学紀要，第９巻　第３号
（註３）斉藤葉子，大木みどり「保育実践力を高め
るための実践的アプローチその２－表現活動に
おける素材の検討－」，羽陽学園短期大学紀要，
第９巻　第４号
（註４）斉藤葉子，大木みどり「保育実践力を高める
ための実践的アプローチその３－表現活動にお
ける素材の検討その２」，羽陽学園短期大学紀
要，第10巻　第１号
12
－　　－127
保育実践力を高めるための実践的アプローチ　その４
平成27年度羽陽学園短期大学　教員免許状更新講習アンケート調査
　選択領域：「子どもと表現遊び」（６時間）　実施期日：平成27年８月６日（木）
＜次の項目について、該当するところに○あるいは文字を書き入れて下さい。＞
１．性別　　男・女　　　　
２．年齢　・30歳代　・40歳代　・50歳代
３．所属　・幼稚園勤務　・教員採用内定者　・教員勤務経験者　・認定こども園　・町立保育園、学校法人
　　　　　・社会福祉法人保育園他　・その他（　　　　　　　　　）
４．勤続年数（通算）　（　　　）年／現在の職場での勤続年数　（　　　）年
５．職種（主な役割）
　・園長　・副園長　・教頭　・教務主任　・教諭　・保育教諭　・保育士
　・その他（　　　　　　　　）
６．雇用形態
　　・正職員　・臨時職員　・パート　・その他（　　　　　　　）
７．講習内容について
　（1）実践活動内容についてはいかがでしたか
　　　Ａ良かった　Ｂだいたい良かった　Ｃあまり良くなかった　Ｄ良くなかった
　（2）参考になった実践活動内容はありますか（複数可） 
　　　Ａ紙テープを使った活動　　Ｂ手遊びの展開　　Ｃ墨汁を使った活動
　　　Ｄコラージュからのショートパフォーマンス活動　
　（3）使用した素材についてはどのように感じましたか 
　　　Ａ良かった　　Ｂだいたい良かった　　Ｃあまり良くなかった　　Ｄ良くなかった
　（4）参考になった素材はありますか
　　　Ａカラービニール　　Ｂ紙テープ　　Ｃ布　　Ｄロール紙　　Ｅ墨汁　　Ｆ紙コップ　　Ｇスカーフ
　　　Ｈその他（　　　　　　　　　）
　（5）実践活動の時間配分はいかがでしたか
　　　Ａ良かった　　Ｂだいたい良かった　　Ｃあまり良くなかった　　Ｄ良くなかった
　（6）実践活動の難易度はいかがでしたか
　　　Ａ易しい　　Ｂちょうど良い　　Ｃやや難しい　　Ｄ難しい
　（7）内容に対する時間配分はいかがでしたか
　　　Ａ良い　　Ｂだいたい良い　　Ｃあまり十分でない　　Ｄ不十分
　（8）この講習の成果を、これからのあなたの保育実践活動に活かそうと思いますか。
　　　Ａ思う　　Ｂまあまあ思う　　Ｃあまり思わない　　Ｄ思わない
　（9）この講習の開催の時期はいかがでしたか。
　　　Ａちょうど良い　　Ｂだいたい良い　　Ｃあまり良くない　　Ｄ良くない
（10） この講習会には、積極的に参加しましたか。
　　　Ａとても積極的　　Ｂやや積極的　　Ｃやや消極的　　Ｄとても消極的
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【自由記述欄】
◇日常の表現活動は、どのような内容を行っていますか。（使用している素材や使い方も）
◇幼児の表現活動を援助する上で、困難に感じていることは、どのようなことですか。
◇幼児期に表現活動を行うことで、どのような育ちが期待されると思いますか。
◇この講習に参加して良かったと思う点、良くなかったと思う点（改善すべき点）。
◇この講習に参加して、これからのあなたの保育実践活動をどのように展開していこうと考えていますか。
◇ご自由に感想を書いてください。
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SUMMARY
Midori  OOKI:
A Study on Practical Teaching Ability of Early Childhood Care and Education 4
－ Examination of Practice Activity Contents of the Expression in Nursery School and 
Kindergarten Teacher Workshop －
　　　The purpose of this study is to grasp that the class practice activity contents in expression raise the childcare 
practice ability of nursery school and kindergarten teachers.
　　　I conducted a questionnaire on nursery school and kindergarten teachers in workshop. 
　　　The results are as follows.
(1) It was suggested that the class practice activity content of the expression raised the childcare practice ability of 
 the nursery school and kindergarten teachers.
(2) It was suggested that the class practice activity content of the expression was usefu to the expression activity of 
 the child.
(3) In the expression activity of the infant, the nursery school and kindergarten teachers felt that it was diffi cult
 about the instruction to the child who did not show interest and instruction corresponding to the age.
(Uyo Gakuen College)
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